第４回教育委員会（定）
開会日時　　平成２３年　　２月　２４日（木）　　　午前　１０時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　１１時４０分
開会場所　　教育委員会室

出　　席　　者

委　　　　　員　　別　府　明　雄

委　　　　　員　　今　井　英　彦

委　　　　　員　　本　山　千惠子

委　　　　　員　　北　川　容　子

出席事務局職員

　　事務局次長　　茂　木　良　一　　　　庶務課長　　矢　嶋　吉　雄

　　学務課長　　林　　　栄　喜　　　　生涯学習課長　　有　馬　　　潤

　　指導室長　　中　川　修　一　　　　新しい学校づくり担当課長　　浅　賀　俊　之

　　学校地域連携担当課長　　中　島　　　実　　　　中央図書館長　　近　藤　直　樹

署　名　委　員

　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委　員　長　　本日は、谷田委員から欠席の連絡を受けています。４名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２３年第４回の教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、茂木次長、矢嶋庶務課長、林学務課長、有馬生涯学習課長、中川指導室長、浅賀新しい学校づくり担当課長、中島学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の、以上８名でございます。

○署名委員の指名
委　員　長　　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により本山委員にお願いいたします。

　本日の委員会は２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

教育長　　日程第一　議案第４号と議案第５号、それから報告事項の８につきましては、人事案件でございますので、非公開として、議事進行の都合上、委員会の最後に行うように提案したいと思います。

委　員　長　　教育長から発議がありましたが、ご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　異議ないものとみなし、日程第一については、本日の委員会の最後に行うことと決定いたします。

○報告事項

１．平成２３年第１回区議会定例会（２月）一般質問答弁要旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育長）

委　員　長　　それでは、報告事項を聴取いたします。報告１「平成２３年第１回区議会定例会（２月）一般質問答弁要旨」について、教育長から報告願います。

教育長　　それでは、資料をご覧いただきたいと思います。

　２月１４日に開催されました、平成２３年第１回区議会定例会の報告でございます。このときは、６名の議員の方からの質問がございました。

　始めに、共産党の山内議員についてですが、山内議員は、大きく２つ質問されています。

　１つは、区立図書館の指定管理者制度について、区の直営に戻すべきである、ということについてのご質問。

　それから、もう１つは、専任の司書を２日間配置している現行の制度を全校にできないのかという質問でございます。

　区立図書館の指定管理者制度については、私どもとしては、住民サービスも大変高まっているという実績がありますので、直営に戻すという気持ちはありませんとお答えしました。

　それから、専任の司書の配置についても、平成２３年度から、１日ですけれども、全校配置ということができるようになります。大変、苦渋の選択だったんですけれども、まず、全校に配置をするということを優先させていきたいと考えています。あとは、学校の図書館担当の先生と読書ボランティアの皆さんとの連携で、学校の図書館については活性化をしていきたいと思います。

　それから、次のページで、国の学校図書基準というのがありまして、学校図書館基準冊数という国が決めたのがあるんですが、板橋区の場合は、これがなかなかクリアできていない学校がまだまだあるんです。これは何とかできないのかということで、これも、学務課で来年度から少し努力をしてくれます。

　達成できない理由が、予算はあるんだけれども、忙しくてなかなか買い足していく作業ができないということで冊数が増えないという理由があるようですので、来年度から、学校図書館購入予算を教育委員会事務局学務課で一括管理をしまして、購入に関しては、学校の事務処理を学務課で行う、事務処理を簡素化するということになりましたので、多分、これにより、未達成校はなくなっていくだろうと考えています。

　それから、次の、自民党の坂本あずまお議員は大変ユニークな提案をされていまして、適正規模・適正配置の準備をしているけれども、もっと何校も学校を統合して、本当に大きな学校をつくっていくということまでも考えていった方がいいのではないかという提案をされておりました。

　この辺は、後にもまた適正規模・適正配置については出ていますけれども、次回、５月の適正規模審議会以降、少しきちんとスピードを上げて論議をして、来年度中には審議会としての結論を上げていただきたいと思っています。

　それから、３ページで、フィードバック学習について成果を聞かれまして、是非、拡大をしてほしいということでした。現在は小学校５年生、中学２年生対象に実態調査を行っていますが、来年度から、それを小学校５年、６年、中学校１年、２年と４年間連続で行えるようにいたしますので、これで学業の遅れというところも、きちんと小中連携でクリアしていけるのではないかということを感じているところです。

　それから、次の自民党の木下議員は「あいキッズ」について、是非、頑張ってやってほしいというご意見がございました。

　次のページで、少し飛ばしまして、民主・市民の田中やすのり議員は、子育て中の家庭を板橋区にどうやって招き入れるかという、その辺の施策を少し大胆に考えたらいいのではないかということで、例えば、学校給食の費用を全部無償化していくということはどうですかという提案もありました。

　幾つかの市では、行っているところが出ていますけれども、板橋区の場合は人数も多いので、小学校１年と中学校１年の給食費を無料にしても、それだけで３億円かかってしまうというところがあって、なかなか難しいかなと思っています。

　それから、ずっと言っていますけれども、空き教室を、待機児童対策の方に回してほしいという要望をされています。

　これは、ずっと同じ答えを言っていますけれども、学校の方で、少人数学級の動きがかなり出てきていますし、それに加えて、グループ学習など一斉学習方式ではない形での色んな形での学習方式が求められていますので、そうなると多少の余裕スペース、学習スペースが必要になってくるということで、こうした教育ニーズをまず的確に把握して、それでもさらに余るような場合は保育園の施設なども考えられるというお答えをしております。

　それから、ＥＳＤ（持続発展教育）ということを、きちんと目的を持って進めてほしいというところでご質問がございました。

　ＥＳＤに関しては、２ページの一番下の坂本あずまお議員のところに参考で書いてありますが、「ＥＳＤは、持続可能な社会の担い手を育む教育。環境教育、国際理解教育等の持続可能な発展にかかわる諸問題に対応する個別の分野にとどまらず、環境、経済、社会、文化の各側面から学際的かつ総合的に取り組むことが重要である」とされています。

　板橋の場合は、特に環境教育をずっとやっています。それから、国際理解教育なども、各学校で総合の時間などを使ってやっておりますので、ＥＳＤに関しては、ＥＳＤを名目に上げているか上げていないかというところの違いだけなのかなと思っていますが、このＥＳＤに関しては、もう少し学校の理解を得られるようなところも必要なのかなと思っています。

　特に、今回は「未来へ」という環境教育のテキストをつくっています。今のところはまだ小・中なんですけれども、今年度中に、幼児教育を含めて、さらに「未来へ」というカリキュラムを拡充していくということで、これも世界初の一貫した環境教育のカリキュラムということになりますので、その辺もきちんと取り上げるようにしていきたいと思います。

　それから、このＥＳＤの取り組みの中の１つの取り組みとしてユネスコスクールというのがあります。ユネスコスクールに加入してくれないかということでしたけれども、ユネスコスクールの活動自体は手を挙げればできる状況だと思うのですけれども、これについて、どういうものであるのかということに関しては、学校側にもまだ余り周知をしていませんし、学校側も余り知識がないという状況があります。

　しかも、このユネスコスクールの活動は、各幼稚園・学校の教育課程に位置づけて学校側が主体的に取り組むということが必要になってきます。取り組みとしてはすばらしい取り組みなので、これから、さらに理解・啓発を図って、各学校が自主的に手を挙げられる、取り組みたいとなるような環境をつくっていく必要があるかなと思っています。

　なお、先日、成増小学校の地域支援本部が主体的にユネスコスクールの学習会なども開いていますので、こういう地域支援本部ですとか地域の方々と一緒に取り組める内容なのかなと思っています。

　それから、最後に、みんなの党の松島議員のご質問です。

　教育職員の事故の関連で、また大分厳しく追及されています。実は、ちょうどこの裁判にかける準備をしていたときに、同じような状況で、適正な契約をしないで、美術館の防犯カメラを取り付けてしまったという事件が起こりました。
　これに関して、なぜ、私どもが事故調査委員会に報告をしなかったのかということで大分追求をされました。

　あと、教育委員会になぜ報告をきちんとしないのかということでも厳しく言われております。これに関しては、後からですけれども、適正な契約になるように更正作業を進めております。それから、これに関してまた追加で、懲戒・分限処分が出るような形になってくると思いますので、その時点で、改めてご報告はさせていただきたいと思っています。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　ＥＳＤに関しては、大原社会教育会館を中心に、地域の方達の取り組みもあったかと思います。森良さんというＮＰＯの方が板橋区にも足しげく来てくださっていて、ＥＳＤに関しての市民の取り組みもあったかと思いますので、そういうところとも連携していけるとよろしいかなと思います。

委　員　長　　私は、とりあえず、２件気がついたところがありまして、蔵書冊数の基準を満たしている部分は、各学校の図書室を視察させていただくときに、確かに本が余り多くないという学校も見受けられることはあります。

　国基準が、どうも冊数だけ基準にしているようなんですけれども、実際には、本の中身というのを重視しなければいけないかなと思う部分もありまして、冊数を増やすんだったら、薄い本をたくさん買ってしまえば済んでしまうんだけれども、そうではないと思うので、やはり、児童・生徒に一番適切な本をそろえるということが大切ではないかなとは思っております。

　それから、もう１点、坂本あずまお議員の、大規模校を数校統合して大きくするのはいいんですけれども、そのために通学距離がすごいことになってしまうとか、余りにも大規模校になると、私の後輩で私立の小学校に通っていた子がいるんですけれども、すごい大規模校なので運動会をやっても出番は１回しかないとかそんなこともあるので、余りに大きい学校は好ましくないとは考えております。

本山委員　　あと、もう１つ。フィードバック学習方式なんですが、後ほど、整備週間の学校訪問の報告もありますけれども、学校訪問をさせていただいている中で、やっぱり、このフィードバック学習というのを取り入れたことによって、先生方は今までも気がついていらっしゃったんでしょうけれども、改めて、学力の低い子のことをしっかりやらなければいけないというか、しっかりやろうという意識づけがなされたのではないかと思いました。

　ある学校は、校長先生、副校長先生を中心に一生懸命進めていただいていて、高校進学をあきらめていたような子も、その校長先生のところに来ないかと誘われて、進学をしっかり目指せることが確実となって、そういう形で、基礎学力の定着というのはすごく大事と思っていらしたんだけれども、このフィードバック学習教材が与えられたことによって、本当に取り組みやすくなったんだというのを感じました。

今井委員　　最近のデータは見ていませんけれども、国勢調査の０歳から４歳の人口は、次の５年後の国勢調査での方向として見てみると、結構減っているんですよね。という傾向が板橋区にはある程度ある。

　最近の分は見ていないので変わっているかもしれませんが、その辺が１つ、板橋区の課題かなというのが前に出ていたと思うのですが、それは保育園・幼稚園絡みの施策が手厚くて小学校が薄いのか、住宅の問題なのか、色んな可能性があると思うのです。

　その辺で、例えばこの給食ではないにしろ、小学校に入る層、要するに５歳から９歳をどう残すかというような視点で総合的に考えていく中で、例えば、１つの方策としてこの給食費とかが出てくると、すごく納税者の方にも説得的に実施できるのかみたいな気がします。

　それと、例えば、給食でいえば、中学校の給食の補助を増やすことによって公立進学率を高めるとか、何か、そんな戦略的なのでつくられると面白いアイデアが出ると思って見ていました。

教育長　　子ども手当の財源を是非使わせてもらいたいです。

委　員　長　　１年生だけというのは、やっぱり上級生に不満が出てくるので、牛乳だけをただにしてもらえば。

学務課長　　調べてみます。なかなかちょっと、財政負担もありますので。

委　員　長　　牛乳瓶には板橋区のマークをつけください。

　よろしいでしょうか。

○報告事項

２．文教児童委員会報告（２３．２．１７）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次長）

委　員　長　　では、報告２「文教児童委員会報告」について、次長から報告してください。

次長　　文教児童委員会が２月１７日に行われました。

　実際は、その日で終わらないで１８日にもやりましたけれども、この資料は同じものですので、１枚だけになっております。

　まず、最初に、報告事項では、専決処分の報告ということで、もう委員会でやっている、高島第一中学校のサッカーのときクリアーしたボールが、お年寄りにぶつかった。

　それから、志村四中の野球で右中間に飛んでガラスを直撃した。それから、給食費につきましては、３件支払督促をした中の１件について処理ができました。この辺について、ご報告したところでございます。

　中では、ちょっと高島第一中学校のサッカーのところで、議員から色々質問があって、高さがどれだけだったのかとか、これからどうするんだという話がありましたけれども、余り高さを上げても切りがない部分もございますので、例えば、試合のときに人を立たせるとか、ボールが来ますから気をつけてくださいとか、何か、そういうことでやっていくしかないかなと思っています。

　次が、「いたばしＮｏ．１実現プラン２０１５」について。これは、今度の実施計画なんですけれども、これについての教育委員会部分についてご報告させていただきました。

　この中では、まず太陽光発電のところで色んな意見が出ました。押しなべて、教育のためにつけるのか、エコのためにつけるのかみたいな話で、教育のためにつけるんだったら、それこそほんの小さいものが見えるだけでもいいではないかと。そうではないんだ、地球環境のためにと大きく出ていくのならば、もっといっぱいつけろと、色んな意見が出されました。

　実際的には、できるだけ大きくつけたいと思っているんですけれども、なかなか場所の制限とか経費の制約があって、５ワットとか１０とか１３とか、刻んだことになってございます。その辺の質問がいっぱいございました。

　それから、３５人学級についてどうだという状況の質問もございました。これは、今、備えて考えていくということですし、あと、トイレの洋式化という話も出ました。この辺についても計画的にやっていく。

　全てのトイレを洋式にできるかというと、人によっては、やっぱり学校の普通のトイレですので、便座クリーナーをつけて何をしてと、だれでも使えるように完璧にすればいいのですけれどもそうもいかないので、和式も少し必要な部分もあるのかなという話も出ております。

　それから、緑のカーテンについての実施計画で出ているのですが、教育委員会としては、全国でやったとか、色んなところでそういうのも話したりしています。その辺のところでちょっと誤解があってご質問が来ました。

　基本的には、緑のカーテンというのは全学校でやっています。ただし、皆さんがイメージする校舎の３階あたりからどーんとやった大きなやつ、これについては一定の施設設備が必要だから、大規模改修とか改築のときにその設備をつくる。これが実施計画に載っています。Ｎｏ．１計画に載っています。

　それ以外の、工事のないところについては、例えば、あるクラスの１カ所だけにつくってみようとか、鳥小屋の前につくってみようとか、そういうので全校取り組んでいますということですので、その辺はご理解をお願いしたいと思います。

　あとは、次の５番が経営革新計画ということで、昔の刷新計画とかそういうものなんですけれども、その中で、うちの分については、まず、向原住宅、向原の職員住宅なんですけれども、これが老朽化しておりますので、廃止していくというのが載っていまして、その後の用途をどうするのかという話になりました。

　これについても、今後考えていかなくてはいけない。ちょうど、向原中学の真横にあるんですけれども、地域のために使うのか、学校のために使うのか、色んな案が出てくるかと思いますけれども。

　それから、中央図書館の見直しというのがあって、これをどうするのか。もうご案内のように、中央図書館を建てかえるのか、建てかえないのか、地域館にするのか中央館にするのか、その辺のところですけれども、これにつきましては、区立図書館のあり方の検討を進めていますけれども、その中で次年度に中央館のあり方についても検討していきたいと考えています。

　来年度は耐震診断も入りますので、その後、もし悪いならば、建てかえをどうするかというときで、どういう規模で、どういう機能を持たせて、組織は直営なのか指定管理者なのかどうするのか、こういうのを来年度検討していきますので、その辺のことについてお答えしておりますのでご理解いただきたいと思います。

　それから、「あいキッズ」の話が出まして、「あいキッズ」については、平成２７年度までに全部やると言っていますけれども、今までの感じだと、直営の「あいキッズ」、区の職員による「あいキッズ」ができるのではないかと。その辺を色々検討していたんですけれども、委託を早めて、全部委託でやっていこうという方向で色んなご意見をいただきました。

　それから、教育委員会の動きという中での質問は「教育委員会は、一体何時間ぐらいかけてやっているんですか」と言うので、およそ２時間かけてやっているんですというお話をさせていただきました。

　それから、９番の「いたばし学び支援プラン」第２期計画についても発表させていただきましたけれども、まず、１つは、教職員大学に派遣ということになりまして、これを計画化しているわけですけれども、これについては、お２人の方が合格したということで行くということになりました。

　行った先生は都費の職員ですから、終わった後に他区に取られては困るのですというから、そんなことはございませんと。新たに勉強したのを板橋区に還元する人を選んでいますという話をしておきました。

　それから、図書館についての話が出まして、学び支援プランの中では図書館と学校の図書館との連携の部分がないということで、これについては最終版を今つくっていますが、意識としては常にございますので、逆に、その中に入れさせていただいて、それについても検討していくような方向でお答えさせていただきました。

　それから、あとは、特にこれだという部分はございません。

　少し、教育支援センターの検討経過が不透明ということをまた言われまして、教育委員会で議論された事実がない、どうなっているかと。いつも、終わったあとに、皆さんときちんとした形で、今年度から意識して連絡・報告ということで事務打合せ会をやっておりまして、それの中でも話しているんですけれども、これは非公開ですし、そこで決定してしまうというわけにもいかないものですから、決定の重要な部分について、ここでやるというのは。

　その前に情報提供したり、お互いに意見を言っていますけれども、この辺が見えていないので、何から何まで教育委員会で決定するというわけではないという部分をご理解いただきたいと思っていますが、そんな形できちんとやっていますというお答えをさせていただいております。

　あとは、この中では、皆様にご報告していかなくてはいけない部分としては、板橋区立志村第二中学校校舎大規模改修工事等の概要について、これは教育委員会で言っていなかったと思うのですが、契約案件ということで、来年度、志村第二中学校の工事をやるんですけれども、本来だったら、来年度予算に組んで、来年度の中で契約行為を始めていくんですけれども、大規模な工事だから、６月の議会のときに議会の承認を得てそこから着工していくと夏休みに間に合わない。

　今回の議会で、金額はゼロなんだけれども、やりますという承認を入れておいて、４月にはすぐに契約してやっていこうではないかと。予算は来年度というつもりで、ご報告をしたというところでございます。

　それから、「あいキッズ」の実施校については、すでにご報告させていただきました。

　あと、陳情が１つございまして、この下の陳情２１８号というのがございまして、これは、平日の早朝、学校を開けて、子供たちに体力向上のための遊び場にしようという話です。やっている自治体の話も出されました。

　ただ、私どもといたしましては、少なくとも、朝、登校の時間には、色んな形で地域の協力を得たり、人を配置したりしています。この方が言っているのは、朝６時半に開けて、例えば７時半までやって、一たん帰って、また学校に出てこいとか。または、７時半ぐらいに学校を開けて、そこからずっと学校で遊ばして、そのまま授業開始に雪崩込むみたいな。どちらも、そういうルールでのケアができ切れません。経費もかかります。

　それから、今、土曜、日曜は、朝９時から地域に貸したり、色んなことをやっているんですが、それでもうるさいという苦情も相当多いので、朝、そんなに早くから運動のためにやられたのでは寝ている暇もないと言われてしまうのではないかというので、ちょっと消極的なお話をしました。

　結果としては、皆は、気持ちは分かるんだけれども、そういう部分もあるということで継続。結局、今回継続だと、今度選挙がありますので、委員会の構成が変わってしまうので、自動的に流れてしまったというところでございます。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

教育長　　この関連ではないんですけれども、志村第二中学校の大規模改修工事というところの関連から、ちょっと。

　大規模改修工事のところで、質問というか、意見があるんですけれども、実は、今、坂下小学校で大規模改修工事をやっていまして、この間、２回ほど坂下小学校に行って見てきたんですけれども、学校の方は授業をしていますので、音に関しては物すごく敏感になっているんです。

　「基本的には、午前中は大きな音の出る工事はしませんという約束をしているんだけれども」と言うのですが、昨日行ったときも、すごい音なんです。隣の教室なんかは、ちょっとこの状態で子供たちは落ち着くかなというような音を出しているんです。

　やむを得ない部分もあって「２月いっぱいで、この大きな音はなくなると思います」と学校では言っていたんですけれども、ちょっと気になったのは、工事をしている人たちが、教育施設を工事しているという認識を全く持っていないと学校は感じているんです。

　その辺は、是非、営繕の方を通じて、教育施設を工事するときの心構えみたいなものは言っておいていただきたいなと。これから、大規模改修工事が大分増えてきますので、是非お願いしたいなと思います。

新しい学校づくり担当課長　　分かりました。営繕とちょっと勉強をして。

今井委員　　最近の工事は、本当に音が出ないような工法もあるみたいですね。

教育長　　ちゃんと遮音の布が張ってあるので、随分違うことは違うんです。

本山委員　　工事に関してなんですけれども、新築３校にお便りを出していただいたんですよね。あれは、すごくいいと思いました。

　設計事務所のオールメンバーの写真が載ったりして、地域の方も親しみが持てるでしょうし、それから、設計事務所の方も、こういう教育施設にかかわるんだと、意気込みが違ってくるのではないかなと思って、すごくいいなと思って拝見しました。

新しい学校づくり担当課長　　ありがとうございます。

委　員　長　　この早朝の時間帯における学校の校庭開放等というのは、これだけ読んでいますと、一般の校庭開放の９時が遅いというのが、確かに先ほどおっしゃられましたように色んなところが言っておりまして、そういうことかなと思いましたけれども、そうではない。

次長　　そうではないみたいですね。全く違う方が、ほかの区で開けているところがあるということで。

　だけど、先生も来ていないで校庭を開けておいて、けがをしたときにはきっと先生は何をやっていたんだということになるでしょうし、門を一体だれが開けるのか、最後のところでは、門が一体何時に開くのか、開ける人はだれなのか、何人ぐらい外にいたら危ないから入れてやれみたいな、なし崩し的な話になりそうで、危ない、嫌な感じはしましたけれども。

本山委員　　夏休みの、ラジオ体操で校庭を開放していますよね。

学校地域連携担当課長　　ただ、全校で６件ぐらいしかないです。ほかは、公園とかそちらの方を利用していることが多いです。

本山委員　　そうですか。

学校地域連携担当課長　　この陳情は、武蔵野市で、１時間早く学校を開けて、これは子ども家庭部の方が所管していまして、児童館の方が所管して応援しているんですけれども、けがしたときの対応とかその辺が非常に難しくて、結局、学校の方に負担がかかるということで、これは武蔵野市も長年やってきたんですけれども、もう見直そうという話になっています。

　あと、江戸川区では、朝、中学校を開放しているんです。ただ、それは、公園と同じで、利用者の責任だということで、一切学校はかかわらないという話になっています。

　そうすると、だれが鍵を管理するのかという問題が１つありまして、また、部活等で結構早く中学校は練習していますので、結局、使えない日が多くて、ほとんど利用していないのではないかという話を聞いております。

　そういうわけで、色んな区のホームページもできて、板橋もやれないかということが陳情の趣旨だったんですけれども、先ほど、次長から話があったように、朝、登校のときも、色んな方がかかわって安全管理をしていますので、その方たちに、あと１時間早く出てこいというのは、ちょっとなかなか言えないことだと思っております。

委　員　長　　ラジオ体操も、私の町会は公園でやっておりますけれども、別の町会が、「小学校の校庭を借りたいと言ったけれども、貸してもらえない」と言って、嘆いていました。

学校地域連携担当課長　　多分、その辺の方が言っているのかな。

本山委員　　うちの地区は、中学校ですよ。

教育長　　でも、学校を使ってラジオ体操なんかをやるときは、地域の実施主体の地域の方に鍵を預けてやっているんではないですか。

学校地域連携担当課長　　そうですね。それは、そうしております。

　うちの方に、実態として、報告として上がってこないケースもあるんです。要するに、校庭を開放しているという部分の報告が上がってないで、学校独自で、そういうふうに地域との関係の中で使っているという場合はあります。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

○報告事項

３．告示関係

　　①板橋区立成増図書館の臨時休館について

　　②板橋区立氷川図書館の臨時休館について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館）

委　員　長　　では、報告３「告示関係」です。区立図書館の臨時休館について、中央図書館長から報告願います。

中央図書館長　　成増図書館と氷川図書館の臨時休館について、告示をしております。

　条例所定の休館日ではございませんで、管内の特別整理のための臨時休館ということで独自の手続をとっております。

　休館の期間につきましては、本日の資料のとおりでございます。それぞれ６日間ということになっております。

　この間、蔵書全件のデータとの接合ですとか、書架の整理、清掃、それから、設備関係の保守点検等の作業、通常行えない作業を行っております。

　なお、ウェブサービスはインターネット経由で区立図書館全件の検索・予約ができますが、今回でいえば、成増、氷川の蔵書についても予約ができまして、受け取り館の希望が他館であれば、通常どおり回送してそちらでお受け取りいただけます。

　ただ、当該成増と氷川での受け取りは窓口が閉まっておりますのでできませんけれども、予約準備完了メールが行ってから１週間が受け取り期間なんですが、その期間からは除かれます。そのような取り扱いになっております。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　成増のギャラリーは、やっている。

中央図書館長　　別の施設でございますので、あそこは、オープン施設というより申し込み制ですので、申し込みがあれば、一応、お使いいただけます。

○報告事項

４．平成２２年度学校整備週間実施結果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料庶―１）（庶務課）

委　員　長　　では、報告４に移らせていただきます。「平成２２年度学校整備週間実施結果について」、庶務課長から報告願います。

庶務課長　　１月に、皆さんのご協力をいただきまして、学校整備週間、区内ですけれども、全ての小・中学校を終了させていただきました。

　その実施の結果をまとめましたので、ご報告するものであります。

　実施結果として、大きなもので書いてありますけれども、特に、特別教室の薬品ですとか刃物類の関係については、若干ですけれども、安全性が、鍵がかかっていなかったり、机の上に置きっ放しであったり、それから、糸ノコの歯がそのままついた形になっていたりということがありまして、さらに、もう一度、徹底しなければならないということがございました。

　それ以外のところについては、それぞれの学校の状況に応じて、安全管理がされていたという印象を持っております。

　それから、丸の一番下でありますけれども、集中豪雨で校庭の排水機能等が追いつかず、対策を要する施設があるというところで、後ほど、資料についておりますけれども、例えば、去年、弥生小学校ですとか、赤塚第二中学校、成増ヶ丘小学校の校庭等については、今のような形での報告がなされています。

　１２のところのも指摘事項、まとめが書いてありますけれども、校庭等におきましては、可動式となっているサッカーゴールとかの固定方法をしっかりクリアしてほしい。

　それから、教室の中のところにおいては、薬品庫、特別教室含めての薬品ですとか、危険物の取り扱いについては、もう一度点検をしっかり行って管理徹底してほしい。

　それから、テレビですとか石膏の胸像等について、転倒しないようにということについて徹底してほしいということで、まとめをしていただいております。

　Ｂ４の紙が２枚入っていますけれども、これは、点検チェック表に従って、チェックをした上で、こんな点検をしたと記録がありました。それから、資料の一覧表にはこんな形でしましたということをまとめてあります。これはご覧いただければと思うのですけれども、先ほどから申しているように、薬品の関係ですとか、刃物ですとか、物の管理をしっかりやってほしいということを指摘しているものが多いということになります。
　それから、その次以降は、委員の皆さんが学校に回られたときに気がついたことについてまとめていただいたものを転記しております。こちらもご覧いただきたいと思っております。

　以上で、報告とさせていただきたいと思います。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

教育長　　最後に、これは成増ケ丘小学校ですか、校庭排水の様子のすごい写真がついているんですけれども、ここは、今度は赤塚第二中学校のところで校庭貯留にしますよね。今は違うわけね。

新しい学校づくり担当課長　　これは、今でも、配水管等の関係で遮断したりしている映像が出ているんだと思います。

　ただ、校庭貯留は、要するに、このような形態になりますので。

教育長　　学校によって、自分のところの校庭が校庭貯留の装置になっているということを知らないところが前にあったんですけれども、今は、それはないですよね。

新しい学校づくり担当課長　　今回は、ここは工事中なのでその影響なのかもしれないですから、これは確認します。実際に、自分の学校が校庭貯留の設備を持っているということをしっかりと把握できていない学校は多く存在していますので、その辺は今からフォローしたいと思います。

教育長　　今回、大分豪雨があったので、その影響でひどい状況のところが随分多かったように思うのです。大分、老朽化が進んでいるという印象を持ちました。

委　員　長　　あと、運動場の排水溝はどうしても砂が詰まるので、それが詰まらないマスがあるといいんですけれども。

新しい学校づくり担当課長　　定例的に中を掃除するというお約束にはなっているんですけれども、なかなか手が回らない。学校も、排水が悪くなったところはきちんと工事をして、中の砂を取り除く工事というか清掃もしているんですが、やはり、昔の施設ですと、配水管の口径が細くて排水が追いつかないといった学校もちらほら見受けられる。

委　員　長　　全体的な印象としては、問題のある先生が若干いらっしゃるということと、あとは、家庭に問題のあるお子さんが結構あって大変だなと感じました。

本山委員　　先生方はすごく努力していらっしゃる様子が見えたんですけれども、選択制の中で、老朽化した校舎、とりわけトイレの問題があって、すごいハンディがあるなと思いました。

　トイレだけでも、古い順に新しく改修してあげたらいいのではないかなと思いました。

教育長　　トイレは本当に課題ですよね。トイレが変わっただけで、随分イメージが変わるかなと思います。小Ｐ連からも中Ｐ連からも、トイレの改修は要望としていただいているんです。

本山委員　　全体が古いのはなかなか難しいとしても、本当にトイレで生徒が逃げていくという状況があり得ます。

生涯学習課長　　私も一緒に学校を回らせていただいたんですけれども、そのうちの１つの学校で、大変古い校舎だったんですが、用務主任が徹底的に掃除をして、ほとんどにおいがないといった学校もあります。

　決して掃除をさぼっているというわけではないんですけれども、そういった清掃で改善できる部分はあると思います。

　場合によって、工事ではなくて、そういった専門の業者で清掃をかけるという方法も、費用対効果の面では効果があると思います。

本山委員　　なるほど。そうですね。

生涯学習課長　　中央図書館で、効果がありますね。特殊な洗浄をかけて、においを封じ込めるといった作業をやって効果が出たという話も聞いていますので、場合によっては、そういう処方も取り入れながら改善はしていきたいと思っております。

委　員　長　　私も、創立１２０年の学校でトイレはすごくきれいでした。

本山委員　　トイレはきれいに清掃をされているんです。決して、汚いというわけではないんですが、におうとか。

委　員　長　　一番気になりましたのは、本山さんの行った志村第一中学校の大規模改修をした後に、問題点が。

本山委員　　そうなんです。この間も、言われてるんです。本当に、素人目にも問題が多々ありまして、私のところの３ページ。

　志村第一中学校ですけれども、壁が石こうボードなので、中学生ですから、中学生ではなくても学校ですから、コツンと当たると、もうそこにこういう傷ができてしまう。修理ができないみたいなんです。

　あと、この間も言いましたが、音楽室のドアが狭くてグランドピアノが入らない。それから、プールの水のことも先日申しました。

　あと、図書館がとてもきれいに整備されているんですけれども、書庫が据えつけられていて融通が利かない、使いにくいというお話でした。閲覧用机といすも、中学校にしては少な過ぎるというお話でした。

　それから、特別教室は、全く日が当たらなくて、寒い。

　それから、家庭科室の給湯器は、すぐにお湯が出なくなってしまって水になってしまうんだそうです。だから、洗い物をするときは、鍋でお湯を沸かして洗い物をしないといけないという。

　１年、２年、３年それぞれに、全員が集まれるようなスペースが取られているんだけれども、上にプールがあるせいか、その強度を保つためなのかもしれないんですけれども壁があって、実際は全員集まれない。その壁が邪魔しているということでした。

　ランチルームは、人感センサーライトといって、ゴキブリが動いても電気がついてしまうというすぐれものというか、近代的なライトなんだそうですけれども、明かりを消すことができなくて、映写するときにはブレーカーを落として電気を止めなければいけないということだそうです。

　美術室と美術準備室を行き来するドアがないために、一々全部廊下に出して、廊下から入れる。教室から準備室に廊下経由で入れるという。

　本当に「えっ」ということばかりだったんです。

　あと、教職員用の女性トイレに個室が２つしかなくて、先生方は休み時間しかお手洗いに行けないので、実際にとても不便をなさっているのではないかと思いました。

　そういうことでございます。

今井委員　　設計会社はどこですか。

新しい学校づくり担当課長　　これは、恐らく、設計した業者が、学校という建物の特性を知らなかったのかなという印象を受ける構造でした。

　あと、出入り口が足りない部分というのは、もしかしたら、耐震補強の関係で制約があった可能性もありますけれども、しかし、音楽室のところでグランドピアノが入れられない構造とか、それはいかがなものかなと。

　そういうところについては、大規模改修をしたばかりですから、すぐに手を入れることはできないんですけれども、今後、徐々に改善していかなくてはいけないとは考えています。

委　員　長　　設計に対して、仕様書はきちんと書いているんですか。例えば、音楽室のドアはこれぐらい必要だとか。

新しい学校づくり担当課長　　そこら辺については、もう仕様書ではなくて図面の方できちんと寸法とかを出していますから。

委　員　長　　それを役所の方で結局チェックするわけですけれども、その時点で、本当は分からないといけないところ、特にトイレの数とか。それは図面だけでも分かるので。

　逆に言うと、仕様書できちんと出していれば、対応はできたかなという部分ではあるので、逆に言うと、ここはもう一度きちんと見直しをした方がいいかなという気もいたします。

新しい学校づくり担当課長　　基本的には、そういった図面は学校の方とも調整しながらつくり上げているので、その中で、どうしてこういうチェックが漏れてしまったのかはよく分からないですけれども、機能の強化は、営繕と協力して今後の学校の改善のところで対応していきたいと思います。

今井委員　　チェック機能は、無理といえば無理で、だから、コンサルタント会社を使うというのは非常に重要だと思っていて。要するに、校長先生が、図面ができたらチェックして、問題があったら１カ月後までに全部上げてといったって無理ですよ。

委　員　長　　結局、プロではないので、平面図と立面図を見て、形が頭の中に浮かぶ人はまずいないです。校長先生では無理だと思うので、やっぱり、ある程度プロの方に、第三者に見てもらった方が。

　結局、設計屋さんは自分の頭でしか考えていない部分もあるし、学校を分かっている人に見てもらうのが一番いいかなという気がします。

今井委員　　必ず、学校建築コンサルタントに、予算化してお願いするみたいな仕組みがあると間違いないのかなと思います。

新しい学校づくり担当課長　　分かりました。

委　員　長　　特に、今回、ニュージーランドの地震を見ていると、校舎は倒れてエレベーターだけは残っていたというのがあって。

　だから、赤塚第二中学校のプールだけは残って、こっちの校舎は倒れてしまうのではないかという、揺れ方のずれが出てくるので。それは、ちゃんと構造屋さんに見てもらっていればいいんですけれども。

　ほかにはございませんか。

今井委員　　トイレは、３０年、５０年の清掃の履歴みたいなもので物すごい格差、違いが大きいというのを痛感していて、もうこれは大変でしょうというのが１校あるし。

　それから、においの問題もあって、構造の問題で、ある中学校では、トイレに入ってから壁があって男女が別れているというので、今どきの中学生は嫌がっていて、皆、授業中に行く。休み時間は行けないというカルチャー、風土になってしまっている。
　新人候補者が、トイレ全面改修をマニフェストにしたら、多分、トップ当選みたいなことをそっと１０階、１１階あたりで言うと、全員がマニフェストに入れてくれたらと思うのです。

次長　　結局、数と材質と構造と、しかも、それ自身の排水、その辺のところも相当工事費がかかるので、そこのところが簡単にいかないんです。

　部屋の壁だけ変えるとか、パーティションをつくるといったらいいんですけれども、まさに、排水溝と上水と、その水の処理をきちんとやらなくてはいけないという部分があるので大きな工事になってしまうものですから、なかなかトイレだけ１つやろうというだけでも大変な数なんです。というのが経緯でございます。

今井委員　　中央図書館の徹底的な清掃というのは、かなりコストはかかる。

中央図書館長　　地下１階から地上３階で４フロアあります。全部で８カ所あります。それをやって、洗浄して、コーディングというのをやって、一部塗装もやっています。

　それから、男子トイレについては、人が離れると水が出る自動洗浄、それもつけて約２００万円でした。

教育長　　学校は、１階から４階まで、一列で２，０００万円と聞いたことがあるんです。そんなにかかるんですかと。

委　員　長　　配管をいじったりすると。

新しい学校づくり担当課長　　たしか、配管の清掃もやっているんです。そこをやらないと、根本的に解消できない。

委　員　長　　外して清掃じゃなくて。

次長　　校舎の中に、昔から配管が入ってしまっていますから、校舎の中にも別に手洗所があったり、色んなところと中の配管がぐちょぐちょになって、配管までやり直すことになれば、外付けにして、トイレから外側の壁にぼんと出すような、今までのを殺してしまうような、埋めるような、結構、そういう意味で大変なんです。

　においだけの話になると、安ければ、コーティングなんかは少し考えられるかもしれません。掃除がしやすくなれば。

次長　　私の行った学校も「窓がないトイレというのは初めてだ」と言われました。

委　員　長　　学校のトイレは窓がない。

次長　　そういうところもあるんです。書いてきましたけれども。

委　員　長　　でも、空調というか、換気がしっかりしていればいいんですけれども。

本山委員　　窓がないと、暖かいのかななんて。何か、学校のトイレというと、窓があって、吹きさらしみたいな感じが、イメージがあったんですけれども。そういうものでもないんですね。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

　では、あとは、見ていただくということで、よろしくお願いいたします。

○報告事項

５．滞納給食費に係る強制執行の実施について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料学―１）（学務課）

委　員　長　　では、報告５に移ります。「滞納給食費に係る強制執行の実施について」、学務課長から報告してください。

学務課長　　資料学―１をご覧いただきたいと思います。

　滞納給食費の徴収に関わります強制執行の実施ということで、途中経過をご報告したいと思います。

　８月に３件の方に対して支払督促を実施いたしまして、１件の方は、その到達後すぐに全額をお払いいただきました。

　もう１件の方は、前回の委員会で報告させていただいたように、分割納付の和解が成立しているところでございます。

　残る１件の方につきましての経緯ということでございますけれども、相手方につきましては、昨年度の学校給食費４万５，０５５円を滞納しているということで、８月に、区が東京簡易裁判所に支払督促を申し立てたところでございます。

　相手方につきましては、裁判所から何回か通知を出しているのでございますが、一切受け取られなかったということで、色々の手続をとりまして、最終的に昨年の１１月２日に送達されたということで裁判所から連絡があり、支払督促の手続が完了したということでございます。

　その段階で、再度、学校に給食費の納入状況を確認させていただいたところ、まだ納められていないという状況でございましたので、当年１１月２４日付で、裁判所に仮執行宣言の申し立てを行いました。

　当年１２月２７日に裁判所から送達できたという連絡がありましたので、再度学校へ納入状況の確認をしたところ、やはり納入がないということで、明くる本年１月４日に課税課に勤務先の紹介を行いました。

　異議の申し立て期間が経過したことによりまして、本年１月２７日に、裁判所に債権差し押さえの命令手続を行いました。

　これは、裁判所から勤務先と相手方の住所地に通知を送るわけでございますけれども、やはり、受け取り拒否ということで住所の方には送達できなかったという連絡がありまして、お勤め先の方に送達をしたところでございました。

　この間、送達の確認が取れ次第、給与差押さえという形で記載しておりますが、この就業先送達を行ったところ、今日現在、ご本人から区の方に連絡がありまして、気付きませんでしたというところのご報告と、区と相談したいというお答えがありましたので、来週月曜日に納付のご相談をさせていただくという状況になりました。

　それでも、お話し合いが不調に終わった場合については強制施行ということも。給与から４分の１の額までしかいただけないんですけれども、その４分の１の額で積み立てていって４万５，０５５円の額に達するまでいただくという形になりますが、私どもは月曜日の話し合いに期待をしているところでございます。

　ちょっと裏面を見ていただきたいのですけれども、これは何回かお出ししているフローチャートでございますが、この方については、一番下の状態ということで、教育委員会の欄の「⑯強制執行手続を行う」という状況の中で、さらに状況が進んだ状態であるとご理解いただきたいと思います。

　雑駁ですが、説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

教育長　　今も、子供が区立の小中学校に通っている方ですか。

学務課長　　そうでございます。実際、この対象額は昨年度のものでございますけれども、今年度分についても未納状態でございまして、また、下のお子さまが学校に入ったという状況もございまして、今年度については２人分が未納状態であるということでございます。

　私どもも、今度の月曜日の面談において、その分につきましても提示した上で、総額をご請求したいと考えているところです。

本山委員　　就学援助費の対象にはならないんですか。

学務課長　　この方につきましては、所得が基準額を超えているという状況があるということで、そういう保護者のお考えのもとで申し込みはされていないようでございます。

　話し合いの際には、そういったこともお知らせしたいと思いますけれども、多分、収入は多いということでなさってないんだろうと類推してございます。

委　員　長　　収入が多いということは、仮に、給与から差し押さえる際に、一括でいけるぐらいの給与になっているということですか。

学務課長　　その可能性もございます。その辺は今精査している段階でございます。

　ただ、今年度の分も足してしまいますと、ちょっと足りなくなる恐れもありますので、そこら辺はどういう形で、分納というか、私どもも一括支払の姿勢で求めたいと思ってございますけれども、ご本人の経済的状況もちょっとお話を伺いながら、お話し合いをさせていただければと思います。

委　員　長　　先ほど、気付かなかったというのは、連絡が来ていることに気付かなかったのか、給食費を払わなくてはいけないということに気付かなかったのか。

学務課長　　送達されていることについてのものでございます。

　この方につきましては、学期途中での例えば面談とか個別の面談の際に、お話し合いというところになりますと、担任の先生と面談はするけれども、校長室で給食費のお話をとした場合にはお帰りになってしまうというところもありまして、そこら辺は何らかの意思を感じるところではございます。

委　員　長　　平成２１年度分からということで、平成２０年度とかそれ以前は払っていたのか、まだ入学していなかったとか、そういうことですか。

学務課長　　まだ、入っていらっしゃらなかったようです。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

○報告事項

６．家庭教育の手引きについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料生―１）（生涯学習課）

委　員　長　　報告６に入ります。「家庭教育の手引きについて」、生涯学習課長から説明してください。

生涯学習課長　　それでは、生―１をご覧ください。

　「乳幼児期に大切なこと」という題名なんですけれども、家庭教育の手引きが完成いたしましたので、ご報告いたします。

　こちらは、子育ての不安や悩みを軽減し、楽しく子育てができるヒントを提供するとともに、講座での資料として活用することを目的としています。

　対象としましては、妊娠期の保護者の方などに配ろうと思っております。健康福祉センターにおいて、母親学級、両親学級等を行われる際に配る予定でございます。

　内容ですけれども、添付の本物がついてございます。こちらの手引きでございますけれども、ご覧のとおり、大変親しみやすい、子育てとか家庭教育というのを負担に感じる保護者の方もいらっしゃるかと思いまして、簡単な分かりやすい中身になっています。

　中身をちょっとご覧になっていただきたいんですけれども、１つめくっていただきますと、目次のところをご覧になっていただきますと、妊娠期から小学校の入学前までのそれぞれの時期に合わせて、大切なことが書いてございます。

　２ページ、３ページですけれども、妊娠期のところをご覧になっていただきますと、子供の誕生を楽しみに心おだやかに過ごしましょうとか、子供の成長について学びましょうとか、夫婦で家庭と親のあり方について語り合いましょうとか、それぞれの時期ごとに３項目の言葉が載っているんですけれども、これは、いずれも家庭教育ガイドラインの検討会の中で話し合われた中から３項目を選んで載せています。

　これにつきましては、家庭教育ガイドラインの検討会とは別に、昨年１２月に、この冊子をつくるための検討会を同じメンバーで改めてやりまして、この３項目を選ぶ作業等を行ったものでございます。

　３ページの下に、人の生体リズムは約２５時間というコラムがそれぞれの時期ごとに載っています。

　この部分につきましては、東京都教育委員会の冊子から抜き出したものなんですけれども、ここで言えば、なぜ早起きが必要なのかとか、なぜ早寝が必要なのかとか、よく言われていることの根拠の部分についてその裏づけ的なものを、こういう東京都の冊子であったり、ガイドラインの監修者として八洲学園大学の越生先生に入っていただいておりました、その越生先生からのアドバイス、例えば７ページのタイミングと積み重ねの部分であったり、９ページの知性と母性のバランスであったり、この辺は、越生先生からのアドバイスをもとにコラムとして載せています。

　１０ページ、１１ページは、昨年度来、取り組んでおります入学前の生活習慣のチェックの部分を改めて載せまして、１２ページと１３ページは困ったときの相談場所、連絡先等を掲載したものでございます。

　生―１に戻りますけれども、印刷部数は３，５００部で、配付先は記載の健康福祉センター等に配っていく予定でございます。

　説明は、以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　配付先なんですけれども、私はもらわなかったんですけれども、妊娠すると、各健康福祉センターから育児手帳みたいなものをもらいますよね。そのときに、配付したりするんでしょうか。

生涯学習課長　　そうですね。一応、考えているのは、母親学級とか両親学級とかそういうときを想定していますので、育児手帳だとその時期なのか、ちょっと。

本山委員　　これは、妊娠期から始まっていますから。

生涯学習課長　　ですから、妊娠期に配る予定です。

本山委員　　育児手帳と一緒に配ると、確実に、ほぼ１００％近く配付できるのではないかという気がしますけれども。もし、そうだとすると、２，５００部というのは何年ぐらい。

生涯学習課長　　今年１年だけです。

本山委員　　今年１年だけ。

生涯学習課長　　毎年つくる予定です。

本山委員　　毎年、つくって。来年は来年の版を。分かりました。是非、育児手帳と一緒に配付するというのも考えていただきたいと思います。

生涯学習課長　　健康福祉センターの保健師からの情報では、これに限らず、一度にパックになって、この時期ということでいっぱい、１０冊も何冊もなって渡されると、逆に見られないのではないかというような情報もいただいております。

　ちょっと部会のメンバーに保健師もいらっしゃいますので、いい時期での配付というのをちょっと考えていきたいと思います。

委　員　長　　では、よろしくお願いいたします。

○報告事項

７．平成２３年度「学校支援地域本部事業」の実施校について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料地－１）（学校地域連携担当課）

委　員　長　　では、報告７「平成２３年度「学校支援地域本部事業」の実施校について」、学校地域連携担当課長から説明してください。

学校地域連携担当課長　　それでは、地－１の方をご覧いただきたいと思います。「平成２３年度学校支援地域本部事業の実施校について」でございます。

　この事業は、ご承知のように、地域ぐるみで学校を支援する仕組みとして、文部科学省が提唱しまして、平成２０年度より、全国的に開始されているものでございます。

　学校が必要とする支援を行うために、地域の方々をボランティアとして派遣する組織を設置して、地域につくられた学校の応援団として機能していただくものでございます。

　板橋区では、学び支援プランで８つの重点の１つに地域人材による学校・家庭支援の促進を掲げまして、その重点事業で学校支援地域本部の設置をやっていくことになりまして、平成２２年度までに２カ所をモデル実施して研修を進めることになりました。

　現在、成増小学校と蓮根第二小学校で実施しておりまして、その効果が認められれば、多くの学校に拡大していこうという話になっておりました。

　約２年間の検証では、学校だけで子供たちを取り巻く様々な課題を解決し、教育を行っていくことはもはや困難な状況である。さらに、現場の教員の多忙な状況に対して、地域による様々な支援を行ってもらい、特に、地域コーディネーターを配置し、組織的に応援してもらうことが、学校の教育向上という点で非常に効果的であるということが明らかになってまいりました。

　学校が必要とする活動に効果的に地域の方が参加し、支援することにより、教師が子供と向き合う時間が確保されたり、あるいは教育に専念することにより、学校の教育力の向上が達成されていくということで、また、地域が積極的にかかわっている学校は学力面でも高くなっているという統計も、最近、示されているところでございます。

　また、この活動を通して、地域の教育力も向上することが期待されるということで、実は、昨日開催されました地域や社会教育の関係者、支援本部の実施校の方々で組織されています板橋区学校支援地域本部連絡会に、この報告書の最終検討をしていただきまして、今後の拡大に向けての方向性について了解されたところでございます。

　これにつきましては、今後、報告書に修正を再度加えまして完成しましたら、教育委員会でも、またご論議いただければと思ってございます。

　学び支援プランの第２期では事業の拡大を掲げまして、平成２３年度は記載の新規３校を拡大させていただいて、５校を実施するという学校が今回決定しましたので、お知らせするものでございます。

　第１期では、地域等の連携が図りやすい、あるいは学校支援に地域の方がかかわることが入りやすいという様々な理由で、小学校を中心にという方針がございましたが、今回、もともと国の方向性では中学校単位ということも提案されておりまして、現在、おやじ会が様々な形でかかわっている中学校でも実施して事業の拡大を図っていこうということで、１つの中学校も加わっている状況でございます。

　モデル実施ということで、まだこのモデルの枠は外すことはできませんでしたが、次年度は５校で、再度、事業の有効性を検証していくことになろうかと思います。

　今後、拡大に向けまして、地域コーディネーターの養成とかボランティアの育成、あるいはこの事業自体の周知、あるいは条件整備、この辺の努力を今後していきたいと思ってございます。

　報告は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　中学校が始めてということで、すごく期待が大きいのは、やはり板橋第一中学校だということと、部活とイベント以外のもので、どんなことが中学校でできてくるのかなというのが非常に楽しみです。

学校地域連携担当課長　　昨日、実は、板橋第一中学校の関係者の方ともお話をさせていただく機会があったんですけれども、寺子屋の事業の中で、土曜日に事業を実際に担っているという部分もあると聞いております。

　その辺のところの、今後、組織的になっていくということが１つ期待されるかなと話しておりました。

　ですので、今後、この事業自体が、学校を取り巻く環境というよりは、学校の教育本体の部分でどのようにかかわっていけるのかというのは、中学校においても、是非検証していただきたいとは思っております。

教育長　　今後何をやるかは、板橋第一中学校の皆さんで相談していただくことになるんですけれども、先日の講演会があったときに、大田区中学校で地域支援本部をやったときに、職場体験の、企業と生徒をどうマッチングさせていくのかという、そこの部分が物すごく教員に負担があって、それを全部肩代わりして地域支援本部が担っていますという報告があって、これを中心につくってきましたというのが非常に魅力的でした。

　そんなのもありますよという話はしましたけれども、今後どうなるか期待しているところです。

委　員　長　　恐らく、学校によって、応援する内容がみんな違ってくると思うので、それぞれの学校によるそれぞれの支援、地域連携事業があっていいのかなという気もいたしますし、小学校と中学校と両方でやることになってくると、地域はどちらに行くのか若干難しい面もあるんですけれども。

校地域連携担当課長　　板橋第一中学校の方は小中連携がかなり進んでいるという話も聞いておりますので、中学校単位でやっていただいて、小学校の支援も視野に入れながら活動できればいいなという期待はあります。

委　員　長　　多分、応援する内容が違ってくると思うのです。それに応じて、地域が協力できればいいのかなとは思っております。

本山委員　　板橋第一中学校は、今年の成人式のときに、校長提案で、学区域の成人式会場に職員を全部お出しになったんだそうです。当然、校長、副校長では足りなくて、主幹の先生も地域に出ていくということをなさったんです。

　学校支援地域本部は地域から学校への支援ですけれども、そういう形で、地域と学校との結びつきがいい関係で強固になっていくのかなと思います。地域も、学校にかかわることによって、地域組織を変えていけるのだろうと思うのです。

　地域組織は、結構シルバーパワーが頑張ってくださっていて、それはそれでいいんですけれども、地域組織に若い子育て世代が余り密接にかかわっていないという実態がありますので、学校支援地域本部で地域から学校に入っていく、学校も地域に出ていくという形でお互いの理解ができていくと、どんどん住みやすい地域になっていくのではないかなと思います。

委　員　長　　では、次に、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

学務課長　　申しわけございません。先ほどの、私どもからの報告の関係で、対象児童の給食費が平成２０年度はどうだったかという話がございました。

　すみません、平成２０年度は、年度末に一括で支払ったということで、その後、平成２１年度分については、年度末になっても何の音さたもなくなったということで支払督促の対象となりました。

　よろしくお願いします。

委　員　長　　それでは、先ほど決定しましたように、日程第一　議案第４号平成２３年度区立学校管理職配置に係る内申について及び議案第５号幼稚園長の採用について、並びに報告８「教職員の服務事故に係る処分の内申について」は、委員会として審議いたします。

　なお、この案件を持ちまして、本日の教育委員会は閉会しますので、傍聴人の方は退席願います。ありがとうございました。
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